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西条市ＬＯＶＥＳＡＩＪＯポイント推進業務 

公募型プロポーザル実施要領 

 

この要領は、西条市ＬＯＶＥＳＡＩＪＯポイント推進業務の事業者を公募型プロポーザル

方式で選定するにあたり、必要な事項を定めるものとする。 

 

記 

 

１ 業務の目的 

 本市は、ＳＤＧｓ未来都市に選定されたことを受け、総合計画後期基本計画に掲げる「み

んなで実現しよう！持続可能な西条市（西条市ＳＤＧｓの推進）」の具現化に向け、「環境」

「社会」「経済」の三側面の統合的な取組を推進することとしている。 

 本事業では、令和３年度に本市が開発したＬＯＶＥＳＡＩＪＯプラットフォームを活用し、

公民連携および市民協働による持続可能なまちづくりの実現に向けた各種施策の価値連鎖を

展開する。具体的には、持続可能なまちづくりのリーダー的存在として活躍する人材育成の

仕組みづくりおよび実践を図る「人的資源蓄積業務」、本市が持続化に向けて直面する政策課

題の解消を図る「政策課題解消業務」、発行したポイントが循環して地域経済活性化のスパイ

ラル創出を図る「地域経済活性化業務」に取り組む。 

 また、将来的な事業の自立化を見据えるとともに、効果的なプロモーションを図る「総合

マネジメント業務」に取り組む。 

 

２ 業務の概要 

（１）業務名 

西条市ＬＯＶＥＳＡＩＪＯポイント推進業務（以下、「本業務という。） 

 （２）委託事業者選定方法 

    公募型プロポーザル方式とする。 

（３）業務内容 

別紙「西条市ＬＯＶＥＳＡＩＪＯポイント推進業務仕様書」（以下、「仕様書」とい

う。）のとおりとする。 

（４）契約期間 

 契約締結日から令和５年３月３１日（金）までとする。 

（５）委託上限金額 

 本業務の事業費上限額は、２３，１００，０００円（消費税及び地方消費税を含む）

とする。ただし、契約時の予定価格を示すものではなく、事業の最大規模を示すための

ものであることに留意すること。 

（６）支払い条件 

 本業務完了確認後の一括払いとする。 
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３ 担当課 

（１）担当部署 西条市役所経営戦略部ＳＤＧｓ推進室 

 （２）担当者 飯尾、大久保、今井、檜垣 

（３）所在地 愛媛県西条市明屋敷１６４番地 

（４）電話番号 ０８９７－５２－１５２７ 

（５）ＦＡＸ番号 ０８９７－５２－１２００ 

（６）メールアドレス sdgssuishin@saijo-city.jp 

 

４ スケジュール 

日時 内容 

令和４年５月６日（金） 公示日 

令和４年５月１２日（木） 質問書の提出期限 

令和４年５月１３日（金） 質問書に対する回答 

令和４年５月６日（金）から 

令和４年５月１７日（火）まで 

参加表明書及び提案書受付期間 

令和４年５月２３日（月）【予定】 審査 

令和４年５月２４日（火）【予定】 審査結果通知 

令和４年６月上旬 契約締結予定 

契約締結後から 

令和５年３月３１日（金）まで 

事業実施 

※市の都合により、スケジュールは変更する場合がある。 

 

５ 参加資格 

次のすべての要件を満たす者とする。 

（１）対象業務における西条市での競争入札参加資格を有しているまたは同等の基準を満

たしていると市長が特に認めたもの。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同令第１６７

条の１１第１項において準用する場合を含む。）の規定に該当しないこと。 

（３）西条市建設工事入札参加資格停止措置要綱（平成２８年西条市訓令第１０号）による

入札参加資格停止を受けていないこと。 

（４）提出された書類の記載事項が虚偽でないこと。 

（５）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続き開始の

申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続

開始の申立てがなされている者でないこと。 

（６）破産法（平成１６年法律第７５号）に基づく破産手続開始の申立てをしている者でな
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いこと。 

（７）西条市暴力団排除条例に定める暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係

を有する者でないこと。 

（８）国税及び地方税に滞納がないこと。  

（９）国や地方公共団体又は民間企業での事業実績があり、本業務を遂行する技術や能力

を十分に有していること。 

 

６ 提案書等の提出 

（１）提出書類 

  内容は次のとおりとする。なお、下記の⑨から⑭の書類については、西条市での競争入

札参加資格を有していない者に限る。 

①参加表明書（様式第１号） 

②グループ届出書（様式第２号） 

（当該業務を共同で実施するため、グループを結成する場合に限る。） 

③会社概要書（様式第３号） 

④類似事業委託実績表（様式第４号） 

⑤西条市暴力団排除条例に関する誓約書（様式第５号） 

⑥委任状（様式第６号） 

 （対象業務において代理人を置く場合に限る。） 

⑦見積書（様式第７号） 

⑧提案書（任意様式） 

⑨納税証明書 

ア 納期到来分までの法人税（個人の場合は所得税）、消費税及び地方消費税 【未納

がない証明】  

イ 西条市内に本社（店）、支社（店）又は営業所等を有する場合は、納期到来分ま

での市税全般 【未納がない証明】 

⑩身分証明書 

（発行後３ヶ月以内のもの。個人に限る。） 

⑪住民票の写し 

（発行後３ヶ月以内のもの。個人に限る。） 

⑫登記簿謄本 

（発行後３ヶ月以内のもの。法人に限る。） 
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⑬営業所表（様式第８号） 

⑭決算書 

（直前決算のもの。法人については貸借対照表及び損益計算書並びに株主資本等変

動計算書、個人については、貸借対照表及び損益計算書） 

  

（２）提案書（任意様式について） 

書類名 摘 要 

①提案書 日本工業規格Ａ４横書きとし、２０ページ以内で作成すること。 

提案内容は、次に掲げる事項を含め、文章・表・図面等により簡潔か

つ明瞭に記述すること。 

ア 事業所・人員体制について 

イ 仕様書記載の業務に係る提案について 

仕様書に掲げる下記業務についての提案を記載すること。 

Ⅰ 人的資源蓄積業務 

Ⅱ 政策課題解消業務 

Ⅲ 地域経済活性化業務 

Ⅳ マネジメント業務 

ウ その他提案について 

本仕様書記載以上の提案がある場合には、併せて提案すること。 

②その他 会社概要のパンフレット等 

（提出書類作成に関する注意事項） 

※ 紙媒体について 

・ 両面印刷で長辺２箇所綴じ（ファイリング）とすること。 

・ ページ番号を付番し、文字サイズは１１ポイント以上とすること。 

・ パンフレット等のサイズは問わない。 

※ ＰＤＦデータについて 

・ ①について、それぞれ１ファイルのデータを生成すること。 

・ ②については、紙媒体のパンフレットの場合はスキャン等によりＰＤＦデータ化

すること。 

・ ファイル名については、データ内容と提出者が明確に分かるよう付すること。 

 

（３）書類の提出期限、場所及び方法  

ア  提出期限  令和４年５月１７日（火）午後５時１５分（必着） 

イ  提出場所  西条市経営戦略部ＳＤＧｓ推進室 

ウ  提出方法  持参又は書留郵便（持参の場合、午前８時３０分から午後５時１５分

まで） 

（４）提出部数 

  ア 紙媒体各１部 
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イ ＰＤＦ形式データで格納したＣＤ－Ｒ等の電子記録媒体１部 

電子格納媒体には、書き込み不可処理を施すこと。また、ファイル名についてはデ 

ータ内容及び提出者が明確に分かるよう付すること。） 

（５）その他 

提出書類等の作成等に係る一切の費用は、申込者において負担すること。また、不

慮の事故による紛失又は遅配については考慮しない。 

 

７ 質問の受付 

（１）質問は、質問書（様式第９号）により提出すること。 

なお、質問がない場合は、質問書の提出は必要ない。  

ア  提出期限  令和４年５月１２日（木）午後５時１５分（必着）  

イ  提出場所  西条市経営戦略部ＳＤＧｓ推進室 

ウ  提出方法  電子メールで、以下のアドレスへ送信すること。 

（送信先アドレス） sdgssuishin@saijo-city.jp 

（２）回答は、西条市ホームページ上で公開する。 

なお、本プロポーザルの実施要領や仕様書に記載する内容の追加又は記載とみなす。  

ア  回 答 日  令和４年５月１３日（金）予定  

イ  回答場所  西条市ホームページ 

ウ  回答方法  電子データ 

 

８ 選定方法 

（１）本市が設置する選定委員会の委員が、評価基準により参加事業者を評価し、受託候

補者を特定する。  

（２）選定委員会において、提案書の書面審査を実施する。ただし、必要に応じてプレゼン

テーション及びヒアリングを実施する場合がある。 

なお、プレゼンテーション及びヒアリングを実施する場合は、実施場所、時間、実施

方法等について別途通知する。 

（３）参加事業者の提案内容により、評価基準に基づき独立して参加事業者の提案の優劣

を判定する。選定委員会において、各委員の評価点の合計が基準点以上で、かつ事業者

の中から一位の者に決定する。基準点は、各委員の持ち点を合計した点数（満点）の６割

とする。ただし、最高点の者が複数いる場合は、見積金額の安価な者を受託候補者とし

て選定する。 

なお、評価点の合計が同点で見積金額が同額である者が複数いる場合は、選定委員会

委員長の評価点のいずれか高い者を受託候補者として選定する。  

（４）参加事業者が１者のみの場合であっても評価は実施し、評価の結果において基準点

を満たすときは当該提案者を受託候補者とする。また、基準点に満たない場合、又は参

加申込みが無い場合は再度検討する。 
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（５）選定における評価基準は別紙「西条市ＬＯＶＥＳＡＩＪＯポイント推進業務評価基

準」のとおりとする。 

（６）次のいずれかに該当する場合は、審査の対象から除外する。 

  ア 予算規模の上限額を超える提案の場合 

  イ 提出書類に不備があった場合 

  ウ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

  エ その他提案書を委託業者として選定することが、著しく不適当と認められる事実

が判明した場合 

 

９ 非特定理由に関する事項 

 （１）提出した提案書が特定されなかった者に対しては、特定されなかった旨とその理由

（非特定理由）を書面（非特定通知書）で通知する。 

  （２）上記（１）の通知を受けた者は、通知を受けた日の翌日から起算して７日（西条市の

休日を定める条例（平成１６年西条市条例第２号）第１条に規定する市の休日（以下

「休日」という。）を含まない。）以内に、市長に対して書面で非特定理由について説

明を求めることができる。なお、説明請求の受付場所及び受付時間は以下のとおりと

する。 

   ア 受付場所 西条市 経営戦略部 ＳＤＧｓ推進室 

イ 受付時間 午前８時３０分から午後５時１５分（※休日を除く。） 

 （３）上記（２）の回答は、説明を求めることができる最終日の翌日から起算して１０日以

内に書面で行う。 

  （４）上記（３）の回答を受けた者は、その回答に不服がある場合は、回答を受理した日の

翌日から起算して１０日以内に市長に対して申立てることができる。 

 

１０ 審査結果の公表 

  選定結果については、本市ホームページで公表するとともに、全ての参加事業者に書

面（様式第１０号）により通知する。 

上記の通知を受けた者は、通知をした日の翌日から起算して７日（休日を含まない）以

内に、書面により市長（政策企画課）に対して説明を求めることができる。 

なお、説明請求の受付時間は、午前８時３０分から午後５時１５分まで（土、日、祝日

を除く。）とする。 

 

１１ 契約締結等 

受託候補者として特定された者は、速やかに、本市と選定された提案内容を基に、本業

務仕様書の内容について協議し、その内容を決定する。 

内容が決定した後、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定による随意

契約の方法により本市と特定者との間で契約を締結する。なお、協議に必要な資料につ
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いては、受託候補者が作成するものとする。また、受託候補者が何らかの理由により契約

の締結ができなかった場合、次点の参加事業者と契約交渉を行うものとする。 

 

１２ 失格事項 

次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）「５  参加資格」の要件を満たさなくなった場合 

（２）見積額が事業費上限額を超えている場合 

（３）提出期限を過ぎて関係書類が提出された場合 

（４）選定の公平性を害する行為があった場合 

（５）前各号に定めるもののほか、提案に当たり著しく信義に反する行為等、委員会が失

格であると認めた場合 

 

１３ その他 

（１）書類提出後、都合により参加を辞退することになった場合は、直ちに書面（任意様

式）によりその旨を「３ 担当課」まで提出すること。 

（２）本プロポーザルに参加するために必要な費用は、全額参加者の負担とする。 

（３）やむを得ない理由等により、本プロポーザルを中止することがあった場合において、 

本プロポーザルに要した費用を本市に請求することはできない。 

（４）提出書類は原則として日本語を用いることとする。外国語で記載する必要がある箇

所は、日本語で注釈（訳文等）を付記する。 

（５）提出書類等の作成に用いる通貨及び単位は、日本円、日本の標準時及び計量法（平成

４年法律第５１号）に定める単位とする。 

（６）提出された提案書は返却しない。 

（７）提出期限以降における提案書の差替え及び再提出は認めない。 

（８）提出書類の著作権は参加事業者に帰属する。ただし、本市が本プロポーザル結果の

報告、公表等のために必要な場合は、提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

（９）本プロポーザルは事業候補者の選定を目的に実施するものであり、契約内容におい

ては必ずしも提案内容に沿うものではない。 

（１０）本実施要領に定めるもののほか、必要な事項については市が別に定める。 


